
独立行政法人国立病院機構四国がんセンター
遺伝子組換え実験安全規則
（目　　的）
第１条　この規則は、独立行政法人国立病院機構四国がんセンター（以下「当院」という。）内において行われる遺伝子組換え実験（以下「実験」という。）が、遺伝子組換え生物等の使用等の規則による生物の多様性の確保に関する法律（平成１５年６月１８日法律第９７号）、研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令（平成１６年１月２９日文部科学省・環境省令第１号。以下「省令」という。）、及びその他の関係法令（以下「法令」と総称する。）に基づき安全を確保することを目的とする。
（院長の任務）
第２条　院長は、当院に所属する職員が実施する実験の安全性について責任を負うものであり、次の各号に掲げる業務の実施を任務とする。
（１）実験の安全性の確保を適切に行うため、当院に遺伝子組換え実験安全委員会（以下「安全委員会」という。）及び遺伝子組換え実験安全主任者（以下「安全主任者」という。）をおく。
（２）実験計画については安全委員会の審査を経て、了承か否かを通知する。
（３）実験の安全性の確保に必要な事項を定める。
（４）安全委員会の助言を得て、実験に従事する職員の健康管理に当たる。
（５）その他、実験の安全性の確保に関して必要な事項を実施する。
（６）安全委員会に関する必要な事項を定める。
（安全主任者）

第３条　安全主任者は、臨床研究推進部長とする。
２　安全主任者は、実験の安全確保に関して院長を補佐するとともに，次の各号に掲げる任務を果たすものとする。
（１）実験試料、遺伝子組換え生物、施設・設備等の管理状況及び実験の進捗状況を把握し、実験が法令等に従って適正に遂行されているか否かを確認すること。
（２）実験責任者に対し、実験の安全確保に関する指導及び助言を行うこと。
（３）その他実験の安全確保に関する必要な事項の処理に当たること。
（雑　　則）
第４条　レジデント並びに研修者等のこの規則の適応については、当院に所属する職員とみなす。
附　則
１　この規則は平成１２年２月１日から施行する。
２　平成１８年４月１日改訂する。
３　平成１９年１月１日改訂する。

　　４　平成２８年１０月１日改訂する。
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